
平
成
二
十
七
年
二
月
三
日
受
領

答

弁

第

九

号

内
閣
衆
質
一
八
九
第
九
号

平
成
二
十
七
年
二
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

町

村

�

孝

殿

衆
議
院
議
員
緒
方
林
太
郎
君
提
出
臨
時
財
政
対
策
債
償
還
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
緒
方
林
太
郎
君
提
出
臨
時
財
政
対
策
債
償
還
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

臨
時
財
政
対
策
債
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
臨
時
財
政
対
策

債
を
発
行
し
た
地
方
公
共
団
体
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定

す
る
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
た
臨
時
財
政
対
策
債
償
還
費
の
累
計
額
と
比
較
し
て
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
元
利
償
還

額
（
満
期
一
括
償
還
方
式
（
償
還
期
限
の
満
了
の
日
に
お
い
て
元
金
の
全
部
を
償
還
す
る
方
式
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で

発
行
し
て
い
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
元
金
償
還
に
充
て
る
た
め
の
減
債
基
金
（
地
方
財
政
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令

第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
減
債
基
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
積
立
額
（
地
方
自
治
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
毎
年
度
行
っ
て
い

る
地
方
の
財
政
状
況
に
関
す
る
調
査
に
お
い
て
公
債
費
と
し
て
計
上
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）
の
累
計
額
が
少

な
い
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
並
び
に
そ
の
差
額
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

北
海
道

約
三
百
十
三
億
九
千
三
百
十
二
万
二
千
円
、
岩
手
県

約
三
百
一
億
九
千
八
百
七
万
五
千
円
、
宮
城
県

約
三

百
六
十
四
億
五
千
百
十
一
万
七
千
円
、
秋
田
県

約
二
百
七
十
二
億
三
千
七
百
二
十
四
万
三
千
円
、
山
形
県

約
三
百
六
十

一



二
億
九
千
七
百
十
万
六
千
円
、
茨
城
県

約
三
十
七
億
四
千
六
百
四
十
万
二
千
円
、
埼
玉
県

約
二
十
五
億
千
五
百
五
十
九

万
六
千
円
、
千
葉
県

約
三
百
八
十
五
億
五
千
二
百
六
十
四
万
七
千
円
、
富
山
県

約
二
十
一
億
七
千
百
六
十
七
万
九
千
円
、

岐
阜
県

約
百
五
十
一
億
八
百
五
万
千
円
、
静
岡
県

約
二
百
三
十
三
億
八
千
五
百
十
六
万
二
千
円
、
滋
賀
県

約
四
億
九

千
三
百
六
十
六
万
七
千
円
、
京
都
府

約
百
二
十
四
億
九
千
八
百
五
十
九
万
八
千
円
、
大
阪
府

約
百
五
十
二
億
八
百
八
十

二
万
六
千
円
、
奈
良
県

約
二
百
六
億
九
千
二
百
九
十
二
万
九
千
円
、
岡
山
県

約
三
十
二
億
三
十
万
円
、
広
島
県

約
百

七
十
六
億
五
千
四
百
七
十
七
万
千
円
、
山
口
県

約
七
十
一
億
三
千
六
百
五
十
六
万
二
千
円
、
香
川
県

約
四
十
億
四
千
二

百
三
十
六
万
円
、
愛
媛
県

約
七
十
五
億
七
千
九
百
二
万
七
千
円
、
福
岡
県

約
三
百
九
十
五
億
四
千
七
百
五
十
七
万
二
千

円
、
長
崎
県

約
百
八
十
四
億
七
千
六
百
十
七
万
八
千
円
、
熊
本
県

約
七
十
三
億
八
千
五
百
二
十
二
万
七
千
円
、
千
葉
市

約
十
八
億
二
千
九
百
九
十
三
万
四
千
円
、
相
模
原
市

約
七
億
七
千
六
百
三
十
一
万
五
千
円
、
新
潟
市

約
十
億
六
千
四

百
八
十
二
万
円
、
京
都
市

約
二
百
十
四
億
四
千
五
百
二
万
九
千
円
、
広
島
市

約
九
十
四
億
五
千
四
百
三
十
一
万
円
、
熊

本
市

約
十
一
億
四
千
九
百
四
十
三
万
九
千
円

二
及
び
三
に
つ
い
て

臨
時
財
政
対
策
債
の
償
還
額
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
の
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
（
地
方
交
付
税
法
第
十

二



二
条
第
一
項
の
表
道
府
県
の
項
第
十
五
号
及
び
同
表
市
町
村
の
項
第
十
六
号
に
規
定
す
る
地
方
債
の
額
を
い
う
。
）
を
基
礎

と
し
て
、
標
準
的
な
償
還
条
件
に
基
づ
い
た
全
国
一
律
の
償
還
条
件
に
よ
り
各
年
度
の
元
利
償
還
金
を
理
論
的
に
算
出
し
、

そ
の
全
額
を
地
方
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
臨
時
財
政
対
策
債
を
満
期
一
括
償
還
方
式

で
発
行
し
た
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
た
当
該
臨
時
財
政
対
策
債
の
元

金
償
還
額
に
相
当
す
る
額
を
減
債
基
金
に
積
み
立
て
て
い
れ
ば
、
当
該
臨
時
財
政
対
策
債
の
満
期
時
に
お
い
て
そ
の
元
金
の

償
還
に
必
要
な
財
源
が
確
保
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
相
当
額
を
減
債
基
金
に
積
み
立
て
て
い
な
い

場
合
に
は
、
当
該
臨
時
財
政
対
策
債
の
満
期
時
に
お
い
て
そ
の
元
金
の
償
還
の
た
め
に
減
債
基
金
以
外
の
財
源
が
必
要
と
な

る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

こ
の
た
め
、
政
府
と
し
て
は
、
満
期
一
括
償
還
方
式
で
発
行
し
て
い
る
地
方
債
の
償
還
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
減
債
基

金
へ
の
計
画
的
な
積
立
て
を
行
う
こ
と
が
財
政
運
営
上
適
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
地
方
の
財
政
状
況
に
関
す
る
調
査
に
お
い
て
各
地
方
公
共
団
体
か
ら
報
告
さ
れ
た
臨
時
財
政
対
策

債
の
平
成
二
十
五
年
度
末
に
お
け
る
残
高
の
合
計
は
、
四
十
四
兆
九
千
六
百
四
十
七
億
二
千
六
百
九
十
二
万
千
円
で
あ
る
。

三


